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２０１６年度 Ａ級蹴士及び準Ａ級蹴士発表

２０１６年１０月１３日

日本テコンドー協会

宗師範 河 明生

２０１６年度、日本テコンドー協会（以下、ＪＴＡ）Ａ級蹴士および準Ａ級蹴士を発表する。

Ⅰ、定義

Ａ級蹴士とは、組手および蹴武の型のいずれにおいても蹴美に秀でた名選手をさす。

準Ａ級蹴士とは、全日本ＦＴ大会予選会における組手および蹴武の型において相対的には秀でた成績を残しているが、

Ａ級蹴士の絶対的基準を満たしていない選手をいう。

Ⅱ、効果

１）Ａ級蹴士は、第２７回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会の複数種目参加を許可する。

準Ａ級蹴士も上記に準じるものとする。

２）Ａ級蹴士は、ＪＴＡ創始者の個人指導を受け、内弟子同等の薫陶を受けることができる。

準Ａ級蹴士も上記に準じるものとする。

Ⅲ、２０１６年度 Ａ級蹴士および準Ａ級蹴士の発表

一，Ａ級蹴士

２０１６年度は該当者無し



- 2 -

二，準Ａ級蹴士

１、社会人 準Ａ級蹴士 倉田剛志

段位・二段 所属・千葉柏テコンドークラブ 年齢・３７ 出身・北海道函館市

写真

講評 組手→ 安定している。

だが、一本勝ち・技有り勝ちがなく蹴りの鋭さが必要である。

型→ 本年度予選会において一部初優勝を果たしたが、持続的優勝がなく安定性が望まれる。

過去認定 本年度初認定。

２，大学生 準Ａ級蹴士 前根奏子
段位・初段 所属・横浜市立大学体育会テコンドー部 年齢・２２ 出身・神奈川県相模原市

写真

講評 組手→ 一本勝ち・技有り勝ちがない。基礎体力の強化が必要。

就職活動による練習量の減少で昨年度予選会とは異なり勢いに欠けた。

型→ 本年度予選会においても安定した実力を発揮した。

より一層動作の精度を高めるため基礎体力の強化が必要。

過去認定 ２年連続認定。２０１５年度はＡ級蹴士認定。

３、中学生 準Ａ級蹴士 福島良菜
段位・初段 所属・福岡筑紫野 年齢・１４ 学年・中３ 出身・福岡県筑紫野市TC

写真
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講評 組手→ 関西大会一部女子軽量級に挑戦し総当たり戦で１勝をあげる。

中学生での一部挑戦はＪＴＡの約３４年の歴史で男女いずれも初めてである。

切れのある飛び後ろ横蹴りは、Ａ級蹴士の蹴りに近く持続的な成長を期待したい。

。 （ ）型→ 本年度予選会において優勝はない 負けた相手が前根奏子と森慎治 いずれも準Ａ級蹴士

であり、僅差の負けと評価できる。

高校受験を終えた後、より一層動作の精度を高めるため基礎体力の強化が必要。

過去認定 ３年連続認定。２０１４年度は準Ａ級蹴士認定。２０１５年度はＡ級蹴士認定。

４、中学生 準Ａ級蹴士 青木隼人
段位・初段 所属・東京江東 年齢・１４ 学年・中２ 出身・東京都江東区TC

写真

講評 組手→蹴武の型では、切れのある蹴りを放てるのだが、組手ではそれがでない。 。

青木の場合は組手の絶対量が不足しているからである。

蹴美に秀でた華麗な蹴り技で技有がとれるよう持続的な成長を期待したい。

型→ 湘南大会一部蹴武型で「先生筋」の選手２名を破り優勝している。

幼い頃から持続的に型の強化練習をしてきた結果として型の動作が涵養されている。

将来のＡ級チャンピオン候補として持続的な成長を期待する。

過去認定 本年度初認定。

５、中学生 準Ａ級蹴士 森 慎治
段位・初段 所属・福岡筑紫野 年齢・１２ 学年・中１ 出身・福岡県筑紫野市TC

写真

講評 組手→ 結果はだしているが蹴美の華やかさに欠ける。

蹴武の型では、切れのある蹴りを放てるのだが、組手ではそれがでない。

組手でも、型同様、緊張と弛緩をわけられるよう持続的な成長を期待したい。

型→ 本年度予選会においても安定した実力を発揮している。

だが、肩の力みが目立つことがあり、穏やかな川・河の流れのような動作の涵養を期待する

過去認定 ２年連続認定。２０１５年度は準Ａ級蹴士認定。
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６、中学生 準Ａ級蹴士 福島宏青
段位・初段 所属・福岡筑紫野 年齢・１２ 学年・中１ 出身・福岡県筑紫野市TC

写真

講評 組手→ 小柄な体格ではあるが、大きな相手に対して臆することなく善戦している。

蹴武の型では、切れのある蹴りを放てるのだが、組手ではそれがでない。

積極的な精神を涵養し、大きな相手から技有がとれるよう持続的な成長を期待したい。

型→ 本年度予選会においても安定した実力を発揮している。

だが、力強さが要請される動作で、それがでていない。

動作の緩急・強弱の使い分けを地道な稽古で涵養すべきである。

過去認定 本年度初認定。

７、小学生 準Ａ級蹴士 武田龍倭
段位・初段 所属・東京城南 年齢・１１ 学年・小６ 出身・東京都大田区TC

写真

講評 組手→ 蹴美の蹴り技を組手試合ではなてるよう「組手の間合い」を理解すべきである。

型→ 難易度が高まった一部蹴武型の本年度予選会に小学生でありながら挑戦し入賞している。

小学生としては申し分のない成長をしている。

過去認定 本年度初認定。


